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バイオインフォマティクス
推進センター事業

2009年6月25日

「文科省統合データベースプロジェクトとの一本化」に関係した「統合データベースプロジェクト」の段階的移行による平成２１年度予算および

文部科学省科学技術・学術審議会（中略）ライフサイエンス委員会ライフサイエンス情報基盤整備作業部会「ライフサイエンスデータベースの統
合・維持・運用のあり方」（平成21年1月13日）および総合科学技術会議基本政策推進専門調査会 ライフサイエンスPT統合データベースタスク
フォース報告書（平成21年5月21日）の提言を受けた平成２２年度、平成２３年度要求の考え方を以下に図示

平成21年度 平成22年度 平成23年度

統合データベース
プロジェクト

バイオインフォマティクス
推進センター事業

統合データベースセンター（仮称）設置準備委員会

文
科
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・データベース統合に
必要な調査
･標準化
・システムの構築・維持・
管理
・ポータルサイト構築
・データベース受入れ・
管理･更新
・データベースの品質管理
・各省等のデータベースとの
ネットワークの構築
・海外との連携
・技術開発
（総合科学技術会議報告書p4）

統合データベース
プロジェクト移行部分

統合データベース
プロジェクト

統合データベース
プロジェクト移行部分

統合データベース
センター(仮称）事業

新センターの機能を調査審議し提言
→日本全体に対して何をできるのか

リソースを集約、継承

基盤的データベースの高度化・維持・運用

（独）科学技術振興機構 バイオインフォマティクス推進センター事業における
平成22年度概算要求の考え方

kei
スタンプ
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統括

運営委員会 評価評価

調整調整

データベースの高度化・標準化等

代謝

オントロジー

核酸

蛋白

パスウェイ

普及研修会の開催

研究成果生命科学

データベースの発信

・ＧＢＩＦ等への参画

創造的研究開発

全体的方針全体的方針

成果の公表・発信

多型情報

・文科省統合データベースプロジェクトの
中核部分の移管及び実施

•遺伝子間の新原理解明等

革 新 的 医 療 、 豊 か な 社 会 の 実 現

•生命情報を基にした新薬の創製等

国民生活国民生活

産業界産業界大学・研究機関大学・研究機関 知識抽出

データ・活用研究

利便性向上

要望

・補完・分担分野

文科省統合データベース

情報科学と生物科学の

融合型アプローチによる

研究開発を支援

研究開発の推進

センター運営
生命情報データベース

高機能化

バイオインフォマティクス推進センター

国際的な
連携・協力

世界的協力体制の構築
統合データベース連携

連携・調整

バイオインフォマティクス推進センター事業（ H22年度・案）
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協議・協議・調整調整

運営に関する司令塔・評価運営に関する司令塔・評価

革 新 的 医 療 、 豊 か な 社 会 の 実 現

•新薬の創製、食糧問題やエネルギー問題等解決•遺伝子間の新原理解明等

国民生活国民生活

産業界産業界大学・研究機関大学・研究機関

専門家同士の交流
による密な連携

CSTP 推進本部および評価委員会

ＪＳＴ
情報事業

ＪＳＴ
情報事業

•文献情報
•特許情報
•化合物

情報資源を活
用した新たな
知見の創出

企画戦略ブレイン 魅力のある
データベース

魅力のある
データベース

活用される
データベース

活用される
データベース

データ整備を専門的に行う技術者を配置し、
効率的、効果的にデータベースを整備する。

データ提供者がインセンティ
ブの持てる仕組みを作る。

利用するだけでなく、研究者自ら専門知
識を付与し、能動的に参画したくなるシス
テムを目指す。

センター長

【利
用者】 【データ保有者】

攻めのデータベース
攻めのデータベース

【研究者】

運営委員会

・統合DBプロジェクトのリソースを

集約、継承

・基盤的データベースの高度化・

維持・運用

・センター長のリーダーシップの下、
世の中の動きを先導できる
機動的かつ柔軟な運営

・データベース統合・整備

・有能な若手人材の活躍の場提供と
流動性を持った開かれた運営

・国際的な連携と主導的な貢献

統合データベースセンター（仮称）

統合データベースセンター（仮称）事業（ H23年度・案）


